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～特徴的なオーストラリアの株式市場～

⚫ オーストラリア企業は株主還元を重視し、相対的に配当利回りが高く、配当性
向も魅力的な水準にあります。

⚫ オーストラリアの株式市場は、数々の危機を乗り越えて長期で成長を遂げていま
す。保有者の内訳を見ると、海外投資家のシェアが最も大きく、グローバルで注目
を集めている市場であることがわかります。

⚫ オーストラリアでは会社が給与額の一定割合を拠出する「スーパーアニュエー
ション（年金基金）」という年金制度が存在します。

⚫ スーパーアニュエーションからの安定した資金流入が、市場の長期的な成長
を支える重要な要因となっています。

⚫ 業界予測によれば、スーパーアニュエーションの総資産は2023年12月末の
3.8兆豪ドルから2035年には最大で8.5兆豪ドルに拡大が見込まれており、
中長期的に年金資金の流入がオーストラリア株の安定的な下支え役となる
ことが期待されます。

オーストラリア・米国・日本の株式市場の比較

オーストラリア株式の主体者別の保有残高の推移

配当による株主還元を重視
ポイント

1

株式市場を支える海外投資家と年金基金
による持続的な資金流入
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拡大するスーパーアニュエーションの総資産

オーストラリアの魅力
【世界で今、存在感高まるオーストラリア】

TOPIC

株式市場を支える強固な年金制度

（出所）豪州政府統計局、豪州スーパーアニュエーション基金協会
（期間）2000年～2023年

※予測は豪州スーパーアニュエーション基金協会が集計する業界予測（2024年6月末時点）

配当利回り

配当性向

（出所）ブルームバーグ、ファクトセット
※配当利回りは予想配当利回り、2024年6月末時点。配当性向は過去5年（2019年～2023年の平均値）。
オーストラリア株はS&P/ASX200指数、米国株はS&P500指数、日本株は東証株価指数（TOPIX）。
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（出所）豪州政府統計局
（期間）2000年1Q～2024年1Q ※四捨五入のため、合計が100％にならない場合があります。
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